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1. はじめに 1 

本研究では「洗濯ばさみで布を挟む」「布を重ね 

る」という行為だけ光の色を操作可能にする照明 

器具“ColorBulb”を製作した．この照明器具は日 

常に欠かすことのできない，布と光を組み合わせ 

ることを目的としている．布は服飾の主な材料と 

して使われており，最も人間に身近な存在である． 

人間は布を扱うときに，経験や知識からどのよう 

に利用するのかを直感的に理解することができて 

いる．光を作る照明道具は電源の ON/OFF に加え 

て，光の調整が可能になると操作が複雑になり使 

い方の理解が難しくなる． “ColorBulb”は布の使 

いやすさを利用して，照明の調整を簡単に理解で 

きるようにすることができる． 

2. ColorBulb 
“ColorBulb” は戸田らの TextileNet[1]を用いて， 

布から電源を供給して点灯する電球である（図１） ． 

電球の接続部分は洗濯ばさみの形状をしており，電 

源供給する布（以下，電源布）を挟むだけで点灯す 

ることができる．また，固定抵抗を埋め込まれた布 

（以下，制御布）と一緒に挟むことによって点灯す 

る色を変化させることも可能である． 

図１ ColorBulb 
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電源布は絶縁性のある布の表裏に導電性のある 

布を貼り合わせ，表面を＋極，裏面を－極とし， 
AC から電圧 5v で電源を供給した．制御布につい 

ては青，赤，黄，橙の 4 種類を用意し，それぞれ 
2.2kΩ,1kΩ,0.51kΩ,0.1kΩの固定抵抗を埋め込 

んだ．電球にはマイクロコンピュータ PIC16F675 
を埋め込み，制御布で発生した電圧を計測してそ 

の値から LED の点灯を制御している．加えて固定 

抵抗も埋め込み，電球内の固定抵抗と制御布の抵 

抗値の比率で色が変わるようになっている（図２） ． 

図２ ColorBulb システム図 

3. 評価・考察 

製作した “ColorBulb” をアカリ・ イマージュ[2]， 

デザインフェスタ[3]の２つの展示会に出展した． 

観客は計 134 名，そのほとんどは 20,30 代で最年 

少では 2 歳，最年長では 70 代で，実際に利用して 

もらった．操作方法を口頭で簡単に説明しながら， 

観客に操作させたが，観客全員は操作方法をすぐ 

に理解して十分に使いこなせていた．洗濯ばさみ 

の摘む場所について戸惑った人もいたが，正しく 

摘む場所を教えると，問題なく電球の点灯，色の 

制御が可能になっていた．しかし設計の仕様上， 

洗濯ばさみを奥まで入れて挟まないと接続されな 

いため，浅く挟んでも点灯しないという事象がよ 

くあった．これも奥まで入れるように促すと問題 

なく点灯した．観客は洗濯ばさみで挟むと点灯す 

るのに驚き，制御布で色が変わるのにも驚いてい 

たが，すぐに操作方法を理解していろいろな操作 

を試している人が多かった．最後に観客から使い



心地についてアンケートをとってみるとコンピュ 

ータを使っている感覚は無かったという意見が半 

数を超えていた． “ColorBulb”はシステム的には 

接触不安定などの問題点を抱えているが，現時点 

で使い方の学習の容易性を証明することができた 

と考える． 

4. ウェアラブルコンピュータへの応用 

今回の展示会での評価から，このシステムはウ 

ェアラブルコンピュータに応用できると考える． 

ウェアラブルコンピュータには身につけるが故に 

ユーザに負担を与えることのないユーザインタフ 

ェースが必要である． “ColorBulb”は布をメイン 

の素材となっているため，服飾との親和性も高い 

ためにそのユーザインタフェースとしては適して 

いると考える．服飾では身につける人が快適な状 

態を維持するために，布を直感的に利用すること 

が可能になっている．それに対してウェアラブル 

コンピュータは服飾以上の高度で多種多様な機能 

を持つ情報機器の常時利用可能性が期待できるが， 

今日存在しているコンピュータのほとんどはその 

実体を見ただけでは機能や使い方を理解すること 

が難しい．見た目だけで使い方を創造できる服飾 

と比べてコンピュータは不明な部分が多いため， 

ユーザはそれを身につけることに抵抗を感じてし 

まっていると考える．使いやすさに関しては服飾 

が秀でており，機能性に関してはウェアラブルコ 

ンピュータが秀でている．それらの利点を生かす 

ことでそれぞれの欠点を補うことができるだろう 

（図３）． 

図３ ColorBulb が提案するウェアラブルコンピュータ 

のシステム概要 

5. まとめ 

布 を 用 い て 点 灯 を 制 御 で き る 照 明 器 具 

“ColorBulb”を製作した．このシステムは学習す 

ることの難しい機械的な操作を布によって表現す 

ることで，誰でも簡単に使い方を学習できること 

を目標としたものである．展示会を行いこのシス 

テムについての説明をすると，全ての観客がすぐ 

に使い方を理解して十分に使いこなせることがで 

きた．将来的にこのシステムはウェアラブルコン 

ピュータに応用可能であると考える．ウェアラブ 

ルコンピュータのユーザインタフェースに関する 

研究では服飾に関する行為ではない別の動作を利 

用しているのがほとんどである．そのために使い 

こなすには新しい知識として使い方を学習する必 

要がある． “ColorBulb”は布を素材とすることで 

そのような学習を必要とせずに使うことができる 

ことを証明した．これらのことからウェアラブル 

コンピュータが身につける文化として定着してい 

る服飾の知識や技術を利用することはとても重要 

であると考える． 

今後の展望としては， “ColorBulb”のシステム 

を応用したウェアラブルコンピュータ実現を目指 

す．日常生活の身近にある布を使った行為をコン 

ピュータの制御に応用することで誰でも容易に扱 

えるユーザインタフェースの実現が可能であると 

考える． 
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